






〔研究目的〕 

肥満児は昭和 35 年頃から高度成長の進展にともなって増加してきている。肥満の発生は幼

児をとりまく生活環境と密接な係わりをもつものである。これらの環境因子としては,経済

成長による食生活の変化,機械文明の高度な発展による日常生活の単調化と運動不足など,

多種多様の要因をあげることができる。 

本研究において,運動能力の測定を実施し体力の評価をすることは,肥満の解消をはかるこ

とともに,体力増進の立場から肥満指導を進める上で肥満児の体力の実態を促えておくこ

とが重要である。以上の視点から運動能力の測定を実施したので,その結果について報告を

する。 


